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自分らしく暮らし続けるために
笠祇小学校休校 いつかまた、ここで。特

集
1

特
集
２

笠祇小学校最後の児童となる７人



地
域
と
共
に
歩
ん
だ
歴
史
に
幕

　
「
笠
祇
」「
古
竹
」「
奴
久
見
」
の
３
区
の

子
ど
も
た
ち
が
通
う
笠
祇
小
学
校
。
明
治

９
年
４
月
に
葛
ヶ
迫
小
学
校
と
し
て
創

立
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
歴
史
は
、
実
に

１
４
０
年
に
も
な
り
ま
す
。
今
年
３
月
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
に
愛
さ
れ
な
が
ら
共

に
歩
み
、
育
ま
れ
て
き
た
学
校
の
歴
史
に

い
っ
た
ん
幕
が
下
ろ
さ
れ
ま
す
。

　

多
い
と
き
に
は
、
１
０
０
人
を
超
え
る

児
童
数
が
在
籍
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
昭
和
30
年
代
半
ば
か
ら
は
、
年
々
減

少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
児
童
数
は
７
人
で
、
平
成
28
年
度
に
は

４
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
保
護
者
た
ち

が
望
ん
だ
の
は「
休
校
」
で
し
た
。
こ
れ

か
ら
の
社
会
の
中
で
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、
子
ど
も
た
ち
に
は
日
常
的
に
集
団
の

中
で
、
学
習
し
た
り
学
ん
だ
り
し
て
社
会

性
を
身
に
付
け
る
こ
と
や
友
だ
ち
同
士
で

励
ま
し
あ
い
競
争
し
な
が
ら
向
上
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
い
う
想
い
。

笠
祇
、
古
竹
、
奴
久
見
自
治
会
や
地
区
住

民
も
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
休
校
と

い
う
苦
渋
の
決
断
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
作
ら
れ
た
学

校
は
、
１
４
０
年
と
い
う
長
い
年
月
を
経

て
、
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
こ
そ
、

そ
の
役
目
を
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

笠
祇
小
学
校
は
、
２
年
間
入
学
者
が
お

ら
ず
、
３
月
に
６
年
生
３
人
が
卒
業
す
る

と
４
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
し

た
現
状
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
本
格
的
に
昨

年
か
ら
休
校
に
向
け
て
話
し
合
い
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
地
域
に
密
接
し
た
小
学
校

な
の
で
、
地
域
の
方
々
に
も
相
談
し
な
が

ら
今
回
の
決
断
に
至
り
ま
し
た
。

　

休
校
は
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
思
え

ば
こ
そ
の
決
断
で
し
た
。「
も
っ
と
ど
う

に
か
な
ら
ん
の
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
、
遅
か
れ
早
か
れ
、
あ
と
３
年

す
れ
ば
小
学
校
に
通
う
児
童
は
い
な
く
な

り
ま
す
。
来
年
に
は
中
学
校
が
再
編
統
合

す
る
し
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る

と
今
年
休
校
に
す
る
こ
と
が
一
番
良
い
決

断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
小
学
校
が
あ
っ
て
地
域
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
休
校
す
る
小
学

校
の
分
ま
で
地
域
の
た
め
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
新
し
い

環
境
の
中
で
健
や
か
な
成
長
を
遂
げ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

多
く
の
児
童
が
か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
過
ご
し
た

学
び
舎
で
あ
り
、
地
域
の
集
い
の
場
で
も
あ
っ
た

笠
祇
小
学
校
。
平
成
28
年
３
月
31
日
、

１
４
０
年
に
わ
た
る
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。

い
つ
か
ま
た
、こ
こ
で
。

①�昭和38年撮影。当時の木造校
舎は昭和24年から昭和58年ま
での35年間使われました。
②�昭和58年撮影。現在の校舎は
昭和58年に建てられ、現在ま
で使われてきました。
③�平成13年撮影。キャンプにも
行きました。
④�プールは昭和40年に完成しま
した。
⑤�平成４年撮影。昭和62年に導
入された子どもてべす踊り。
小・中学校音楽会で発表。
⑥�平成27年撮影。最後の運動会
に卒業生や地区住民が数多く
参加しました。
⑦�昭和57年撮影。旧校舎での最
後の運動会。
⑧�昭和50年撮影。運動会には保
護者や地区住民も参加し盛り
上がります。
⑨�平成14年撮影。笠祇小恒例の
田植え。稲刈りをして収穫祭
も行います。
⑩�平成16年撮影。毎年恒例の餅
つき。
⑪�昭和60年撮影。冬のお楽し
み、収穫祭での一枚です。
⑫�昭和50年撮影。昭和39年に給
食室が完成し給食が始まりま
した。

The scene of 1876-2016

Interview

笠祇小学校ＰＴＡ会長

加
か

藤
と う

 政
ま さ

彦
ひ こ

さん

笠祇小学校の沿革
明治９年	 葛ヶ迫小学校として創立
　　20年	 南那珂８番学区葛ヶ迫小学校と称す
　　21年	 簡易小学校と称す
　　25年	 葛ヶ迫尋常小学校と称す
　　39年	 校舎一部改築と校地の拡張
大正15年	 第三福島小学校と改称，２学級複式となる
昭和16年	 笠祇国民学校と改称
　　22年	 笠祇小学校と改名
　　２４年	 現在地に校舎移転
　　２９年	 町村合併により串間市立笠祇小学校となる
　　３９年	 給食室完成
　　４０年	 防火用水（兼プール）完成
　　４０年	 創立90周年式典挙行，校歌制定
　　４３年	 新校旗制定
　　５０年	 笠祇小学校創立100周年記念行事
　　５８年	 校舎改築完成
　　５８年	 国旗掲揚柱２基設立
　　６２年	 地域社会教育として「子どもてべす踊り」導入
平成元年	 給食センター方式へ
　　３年	 へき地集会室（体育館）落成式
　　６年	 椎茸栽培園設置
　　８年	 簡易砂場設置
　　１０年	 西校門に門柱２本設置ならびに方位柱設置
　　１０年	 南那珂教育事務所研究協力校として委嘱を受ける
　　１２年	 学校環境緑化優秀校の表彰を受ける
　　１４年	 笠祇小ホームページ開設
　　１５年	 スポーツ少年団（バレーボール）20周年記念祝賀会
　　１６年	 第55回全国植樹祭「学校緑化団体」表彰（研究発表）
　　１７年	 創立130周年記念式典挙行・記念碑建立
　　２０年	 小中高一貫教育開始
　　２１年	 串間市教育研究論文「学校賞」受賞
　　２４年	 運動場に水飲み場完成
　　２４年	 体育館玄関に車椅子用スロープ完成
　　２７年	 休校が決定

ありがとう、笠祇小学校
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笠祇小学校休校
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未
来
に
向
か
っ
て
力
強
く
進
ん
で
ほ
し
い

　

赴
任
し
て
き
て
２
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
笠
祇
小
は
地
域
の
中
に
あ
る
、

地
域
が
支
え
る
学
校
だ
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
を
大

切
に
し
て
く
れ
て
、
学
校
に
惜
し
み
な
い

協
力
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
自
分
の
孫

や
子
ど
も
が
学
校
に
通
っ
て
い
る
か
の
よ

う
に
温
か
く
見
守
ら
れ
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
も
成
長
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に

は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な

っ
た
と
き
に
思
い
出
に
残
る
よ
う
に
写
真

を
使
っ
た
自
分
の
パ
ネ
ル
を
作
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
将
来
、
結
婚
し
た
り

孫
が
で
き
た
り
し
た
と
き
に
パ
ネ
ル
を
見

な
が
ら
、
自
分
の
通
っ
て
い
た
学
校
の
話

が
で
き
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
は
校
歌
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
も
作
っ
て
い

ま
す
。
学
校
が
な
く
な
る
と
校
歌
を
聴
く

こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
机
の
上
に

で
も
置
い
て
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
も

ら
い
た
い
し
、
母
校
を
思
い
出
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
か
ら
環
境
が
変
わ

り
い
ろ
い
ろ
大
変
な
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
過
去
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
未

来
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
校
歌
の

３
番
に
あ
る「
い
ば
ら
の
道
を
進
み
ゆ
く

日
本
の
子
ど
も
だ
強
く
な
れ
」
と
い
う
歌

詞
の
よ
う
に
、
未
来
に
向
か
っ
て
力
強
く

進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ありがとう、笠祇小学校

卒
業
生
の
思
い

笠
祇
小
学
校
校
歌

　
　

作
詞　

新
名
弘
之　

作
曲　

恒
吉
利
忠

一
　
笠
祇
の
山
に 

空
青
く

　
　
　
光
る
若
葉
に 

風
か
お
る

　
　
共
に
つ
ど
え
ば 

き
ょ
う
も
ま
た

　
　
　
う
た
声
ひ
び
く 

か
ろ
や
か
に

　
　
あ
か
る
い
え
が
お
の 

元
気
な
子

二
　
光
か
が
や
く 

ま
な
び
や
に

　
　
　
菊
や
す
み
れ
の 

花
に
お
う

　
　
共
に
い
そ
し
み 

は
ぐ
く
め
ば

　
　
　
心
も
か
ら
だ
も 

た
く
ま
し
く

　
　
伸
び
ゆ
く
母
校
に 

こ
の
ほ
こ
り

三
　
笠
祇
の
川
に 

水
清
く

　
　
　
語
る
せ
せ
ら
ぎ 

友
の
声

　
　
み
ん
な
手
を
と
り 

む
つ
ま
じ
く

　
　
　
い
ば
ら
の
道
を 

進
み
ゆ
く

　
　
日
本
の
子
ど
も
だ 

強
く
な
れ

Interview

最
後
の
児
童
を
送
り
出
す
、

校
長
先
生
。

笠
祇
小
へ
の
思
い
と

こ
こ
を
巣
立
つ
子
ど
も
た
ち
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
き
ま
し
た
。

笠祇小学校休校

地域と学校に感謝を込めて

２
月
20
日
、
笠
祇
小
休
校
式
が
行
わ
れ
、

地
域
住
民
や
歴
代
の
教
職
員
、

卒
業
生
ら
約
２
６
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
児
童
に
よ
る
「
子
ど
も

て
べ
す
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
、
参
列
者
は

懐
か
し
ん
だ
り
、
目
を
潤
ま
せ
た
り
し
な
が
ら

児
童
の
踊
り
を
通
し
て
思
い
出
を
振
り
返
り
、

胸
に
焼
き
付
け
ま
し
た
。

最
後
は
出
席
者
全
員
で
笠
祇
小
学
校
校
歌
を

斉
唱
し
、
学
び
舎
と
の
別
れ
を
惜
し
む

歌
声
が
山
あ
い
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

惜別の思いを胸に式に臨む出席者

出席者全員で校歌を歌い
休校を惜しんだ

全校児童７人による子どもてべす踊り 実行委員長の
鈴木友重さんがあいさつ
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加
か

藤
と う

 逸
い つ

雄
お

さん（60歳）

　私が在学中のときに給食室がで
き、当時は裕福ではなかったので
給食はありがたかったですね。当
時の先生に宮崎や志布志に連れて
行ってもらったのも思い出に残っ
ています。
　母校が休校するのはさみしく残
念です。笠祇小は地域とのつなが
りが深い分、地区住民にとっても
大きなこと。今後、小学校が違う
形で地区住民の集いの場になるこ
とを期待したいです。
　私にとって笠祇小は心のふるさ
と。地域を応援する気持ちは常に
持っているので、できることがあ
れば力になっていきたいですね。
子どもたちには休校しても、元気
なあいさつやてべす踊りなど笠祇
小の良き伝統を継承していってほ
しいです。

笠祇小学校は
心のふるさと

奴久見地区出身／平成23年度卒業

鈴
す ず

木
き

 聖
き よ

礼
ら

さん（16歳）

　休校になると聞いたときはびっ
くりしました。人数が少ないのは
わかっていたけど、なくなるとは
思っていませんでした。
　笠祇小はみんな仲良くて、私に
とってはとても大切なものです。
大切な思い出もたくさん詰まって
います。特に運動会は思い出深い
です。地域主体で地区住民が大勢
参加する運動会は、地域のつなが
りが深い笠祇小ならではだと思い
ます。毎年楽しみで、卒業した後
も毎年参加していました。これか
らも地域のみんなが集まれる運動
会が続いてくれるとうれしいです
ね。
　小学校が休校になってさみしく
なるけど、今まで通り元気な笠祇
になるよう若い力で盛り上げてい
きたいです。

若い力で
地域盛り上げたい

笠祇地区出身／平成８年度卒業

鈴
す ず

木
き

 友
と も

也
や

さん（31歳）

笠祇小学校

兒
こ

玉
だま

 秀
ひで

人
と

校長

 私たちの在学時も人数が少な
く複式学級だったので覚悟はして
いましたが、ついにこの時が来た
かという思いです。
　小学校時代は、部活動でバレー
ボールをしていました。当時は、
視力が悪くメガネをかけていたの
ですが、ボールが当たってよくメ
ガネを壊したのも今では良い思い
出です。思い出の詰まった体育館
や校舎を今後、有効活用していっ
てほしいですね。
　笠祇小は自分の人生の原点です。
ここで勉強やスポーツを学んだこ
とによって今があると思っていま
す。今、地域の草刈りや焼肉フェ
スティバルを開催したりする笠祇
クラブで活動しています。これか
ら自分たちが地域を元気にできる
よう頑張っていきたいです。

人生の原点は
笠祇小学校



地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現
に 

向
け
た
３
つ
の
テ
ー
マ

　

右
頁
に
示
し
た
み
ん
な
で
支

え
・
支
え
ら
れ
て
い
く
地
域
の
し

く
み
＝
地
域
包
括
ケ
ア
を
構
築
す

る
た
め
に
、
昨
年
度
の
地
域
ケ
ア

会
議
で
、
次
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を

決
め
ま
し
た
。

・
み
ん
な
で
声
を
か
け
あ
お
う 

・
ふ
れ
あ
い
の
場
に
参
加
し
よ
う 

・
ゴ
ミ
出
し
の
支
援
を
し
よ
う

　

今
年
度
は
、
こ
の
テ
ー
マ
の
実

現
に
向
け
て
、
各
地
域
で
す
で
に

実
施
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

地
区
に
よ
っ
て
は
義
務
で
は
な

い
自
然
な
取
り
組
み
が
す
で
に
実

施
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
自

分
事
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
人
、

地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
そ
の
地
域
の
取
り
組
み

の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
み
ん
な
で

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。

串
間
市
地
域
包
括 

支
援
セ
ン
タ
ー

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
や
そ
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
る
家
族
な
ど
の
悩
み

を
聞
い
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉

士
、
保
健
師
、
主
任
介
護
支
援

専
門
員
と
い
う
専
門
的
な
知
識

を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
、
他
の
機

関
と
も
連
携
し
て
幅
広
い
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

本城地区・樋口

自治会長　代
だい

口
ぐち

 一
かず

行
ゆき

さん

情報発信が大事
　一度市外に出た人は地元の良さに気づきやすいと思いますが、
まずは興味をもってもらわないと始まりません。な
るべくたくさんの情報を発信してイベントや集ま
りに参加してもらい、ふれあいの場となるといい
ですね。そしてそれがきっかけになり地域の問題
などに目が向いてくれるとなおいいなと思ってい
ます。樋口地区では情報共有のために自治
会だよりを作っていて、回覧したり、直
接配達しています。その時に見守りも兼
ねて声掛けを行っているのですが、そう
いう小さなことを続けていくことも大
切なんじゃないでしょうか。

北方地区・徳間

民生委員　世
せ

良
ら

田
だ

三
み

和
わ

子
こ

さん

身近な存在のつなぎ役が必要
　民生委員は自宅で暮らしている人を対象に相談を受け付けたり、

関係機関とのつなぎ役を担っています。知らない人だ
と警戒されるのですが、「身近な存在だから話しやす

い」と言われることが多いです。徳間・串間地区で
３年間務めて、いつの間にか近所の見守りも自然と
目がいくようになりました。地域の人たちが集まれ

るイベントがたくさんあった昔と違いほとんど
なくなった今は、リーダーのように積極的に
引っ張ってくれる人が求められていると思

います。その意味でもつなぎ役としての民
生委員の役割も大きくなっているのでは
ないでしょうか。

自分らしく暮らし
続けるために

２０２５年の実現に向けて整備を進めている「地域包括ケア」
実現するにはどのようなことが必要なのか考えてみましょう

地域ふれあいケア会議
　市全体の取り組みについて、
議論検討報告する場になってい
ます。市民が安心して暮らせる
ように各関係機関と連携協力体
制の構築に努めています。

小地域ケア会議
　地域ごとに地域の問題や現状、
取り組みなどを共有し、今後の
地域づくりについて話し合いを
行います。個別ケース会議

　一人暮らし高齢者や認知症高
齢者などの
個々の問題
について、
解決に向け
た話し合い
を行います。

みんなで支え・支えられていく
地域づくりのために ～地域ケア会議～

　みんなで支え・支えられていく地域づくりのために、串間市
では１つの話し合いの場として地域ケア会議を開催しています。
　さまざまな専門家や団体が集まり、支援が必要な人の支援
内容や地域の課題、その解決策などを検討しています。

　目配り・気配
り・心配り。地
域ぐるみの見守
りで安心した生
活を送れます。

　地域の人たち
が気軽に集まる
ことのできる居
場所。体操教室
で健康な体づく
りを行ったり、
多世代交流で地
域の親睦を深め
ます。

　自宅で医療や
介護のサービス
が受けられ、入
退院時も病院と
のスムーズな連
携で適切なサー
ビスが受けられ
ます。

　地域の方々や
ボランティアな
ど、身近な方が
互いに協力し、
暮らしを応援し
ます。

　市内に約700人いる認知症の高齢者。その理解を深め、地域ぐるみ
で見守りを行うため、「認知症サポーター養成講座」を開催します。申
込みは串間市地域包括支援センター（☎0987-7 2-0023）まで。

Interview

みんなで支え・支えられていく地域とは ～地域包括ケア～
　串間市は、平成27年12月末日現在、高齢化率37・38
％で、１人の高齢者を１人ないし２人の青年・壮年・
中年が支えている状況です。
　さらに、15年後の平成42年には、高齢化率は45・1％
にまで上昇する一方、高齢者を支える世代は現在より
減少すると予測されています。
　これらの状況のなか、高齢になっても生き生きと暮

らせる社会を実現するため、介護保険サービス、医療
保険サービスのみならず、見守りなどのさまざまな生
活支援が切れ目なく提供されるしくみ＝「地域包括ケ
ア」の構築が必要とされています。
　実現したらどんな暮らしになるのか、想像してみま
しょう。

医療・介護サービス

集いの場見守り

地域内での支援

認知症の理解

おはよう
ございます！

一人だと大変なことも
手伝ってもらえて

うれしいよ

いろんな人が
面倒をみてくれて

安心だ

たくさんの人と
話す機会ができて

楽しいね

また
来ますね

いつも
ありがとう

問い合わせ先 医療介護課 介護保険係　　　 ☎７２－０３３３
串間市地域包括支援センター  ☎７２－００２３、FAX ７２－１９１５

相談

市民 ケア
マネジャー
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25

36

市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics
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真剣勝負

第35回
南九州串間武道大会

児
童
60
人
野
球
の
基
本
学
ぶ

　

２
月
７
日
、
７
年
連
続
で
串
間
市
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た

Ｊ
Ｒ
東
海
硬
式
野
球
部
に
よ
る
小
学
生
を
対
象
と
し
た
野
球

教
室
が
市
営
球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
野
球
教
室
に
は
、
市

内
の
４
チ
ー
ム
に
所
属
す
る
小

学
生
約
60
名
が
参
加
し
、
選
手

か
ら
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

や
守
備
の
基
本
動
作
を
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
、
少
し
で
も
上

達
し
よ
う
と
熱
心
に
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
日
は
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
や

記
念
植
樹
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ＪＲ東海の選手にいろいろアド
バイスをもらって勉強になりま
した。自分のバッティングでお
かしい所など細かい部分まで優
しくわかりやすく教えてもらい
ました。中学校でも野球を続け
るつもりなので教わったことを
生かしていきたいと思います。

今後に生かす

　

２
月
14
日
、
文
化
会
館
で
「
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
、
活

力
あ
る
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

第
23
回
串
間
市
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
成
果

作
品
展
で
は
ク
ラ
フ
ト
か
ご
な

ど
が
展
示
さ
れ
、
舞
台
で
は
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
4
団
体
が
公

民
館
講
座
や
練
習
で
培
っ
た
成

果
を
披
露
。
そ
の
後
、
経
済
ア

ナ
リ
ス
ト
の
森
永
卓
郎
氏
が
講

演
。
森
永
氏
は
身
ぶ
り
手
ぶ
り

を
交
え
て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
講
演
し
、
何
度
と
な
く
来
場

者
の
爆
笑
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

社
会
に
生
か
す
生
涯
学
習
を

フラダンスで成果を発表しまし
た。とても緊張したけど楽しん
で踊れました。日頃の練習の成
果を発揮できたと思います。森
永さんの講演は笑える所もたく
さんあっておもしろかったです
ね。分かりやすく理解しやす
かったです。楽しい一日でした。

楽しい一日に

大束地区・揚原

森
も り

本
も と

 明
あ き

子
こ

さん

　１月24日、市民総合体育
館などで第35回南九州串間
武道大会が開催されました。
剣道と四半的弓道の２競技
に県内外から約８００人の
選手、役員らが参加。会場
の外では粉雪が舞う中、日
頃の練習の成果を発揮し、
寒さを吹き飛ばす熱い戦い
が繰り広げられていました。

　
１
月
28
日
、
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
『
第
10
回
わ

け
も
ん
の
主
張
南
那
珂
予
選
会
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
に

は
南
那
珂
２
市
か
ら
８
名
が
参
加
。
選
挙
や
政
治
に
対
し
て

日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
を
、

自
分
た
ち
の
仕
事
や
体
験
を
交

え
な
が
ら
発
表
し
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
福
島
高
校
２
年
の

山
下
み
な
み
さ
ん
と
世
良
田
佳

那
さ
ん
（
日
南
市
）
が
最
優
秀

賞
に
輝
き
ま
し
た
。
２
人
は
そ

の
後
、
２
月
13
日
に
宮
崎
市
で

開
催
さ
れ
た
県
大
会
で
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
発
表
し
ま
し
た
。 

自
分
の
未
来
に
責
任
を
持
つ

選挙に行こう
『私たちと選挙権』という演題
で発表しました。選挙について
は何も知らなかったので、この
予選会が政治について学ぶ良い
きっかけになりました。今年は
18歳選挙権も施行されます。選
挙権をもったら必ず選挙に行き、
政治に少しでも貢献したいです。

福島高校 ２年

山
や ま

下
し た

 みなみさん

大束中学校 ２年

川
か わ

﨑
さ き

 新
あ ら

太
た

さん

　

２
月
15
日
、『
第
5
回
福
島
の
子
ど
も
た
ち
宮
崎
に
来
ん
ね

キ
ャ
ン
プ
』
の
一
環
で
、
串
間
市
へ
訪
れ
た
福
島
県
の
７
家

族
21
名
が
き
ん
か
ん
た
ま
た
ま
の
収
穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

「
た
ま
た
ま
」
の
生
み
の
親
で

あ
る
北
方
地
区
の
古
屋
修
市
さ

ん
の
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
、
収
穫

の
仕
方
な
ど
を
説
明
し
た
後
、

実
際
に
き
ん
か
ん
を
収
穫
。
初

め
て
き
ん
か
ん
を
見
た
と
い
う

親
子
も
多
く
、
子
ど
も
た
ち
は

採
っ
た
き
ん
か
ん
を
そ
の
ま
ま

口
に
入
れ
る
と
、
お
い
し
そ
う

な
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

き
ん
か
ん
の
収
穫
を
初
体
験

初めてきんかんを収穫しました。
お菓子でしか食べたことがなく、
大きくてびっくりしました。息
子は採ってばっかりで、娘は食
べてばっかりでした。たくさん
の人が協力してくれたから宮崎
まで来られました。福島を忘れ
ないでいてくれてうれしいです。

初めて食べた

福島市在住

片
か た

平
ひ ら

 あゆみさん

悠
ゆ

生
う

くん・莉
り

緒
お

ちゃん

大束小学校 ６年

江
え

藤
と う

 悠
ゆ う

磨
ま

くん

都井御崎牧組合 組合長

諏
す

訪
わ

 英
ひ で

顕
あ き

さん

　

２
月
10
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
で
市
内
６
中
学
校
と

福
島
高
校
の
生
徒
会
役
員
が
参
加
し
、
第
１
回
生
徒
会
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
に
開
校
す
る
串
間
中
学

校
で
生
徒
同
士
の
ス
ム
ー
ズ
な

活
動
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
も
の
で
、

35
人
が
参
加
。
交
流
会
で
は
、

各
中
学
校
、
高
校
の
活
動
を
プ

レ
ゼ
ン
し
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
部

活
動
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
。
そ

の
後
、
来
年
度
開
催
す
る
交
流

会
の
内
容
を
話
し
合
い
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

統
合
に
向
け
て
生
徒
会
交
流

垣根をなくす
交流会の実行委員長になりまし
た。自分が中心にならないとい
けないと思うので、状況を把握
しながらみんなの意見をまとめ
て引っ張っていきたいです。責
任重大ですが、市内の中学生が
仲良くなれるように誰よりも積
極的に頑張りたいと思います。 

都井岬へ訪れた皇太子さま

皇太子さま
ご来串

●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

　

２
月
４
日
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
『
御
崎
馬
』
約
95
頭

が
生
息
す
る
都
井
岬
で
、
冬
の
風
物
詩
で
あ
る
野
焼
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
馬
に
つ
く
ダ
ニ
の
駆
除
と
、
食
料
と
な
る
芝

の
新
芽
の
発
芽
を
促
す
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
、
岬
を
管
理

す
る
都
井
御
崎
牧
組
合
の
組
合

員
ら
約
30
名
が
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
重
油
を
染
み
込
ま
せ
た

布
を
詰
め
た
竹
の
棒
で
丘
陵
に

火
を
つ
け
る
と
、
パ
チ
パ
チ
と

音
を
立
て
て
燃
え
広
が
り
、
御

崎
馬
た
ち
は
火
や
煙
を
避
け
る

よ
う
に
移
動
し
て
い
ま
し
た
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩

今年は天候に恵まれず２度延期
になりましたが、無事にできて
良かったです。平日のためボラ
ンティアもなく、例年より少な
い人数での作業でしたが、風が
強く、火の広がりが早かったの
で助かりました。野焼きをした
ことで春を感じてほしいです。 

御崎馬を守る

清掃の様子

市木浜
クリーン大作戦
　１月24日、石波海岸で毎
年恒例の清掃ボランティア
『市木浜クリーン大作戦』
が行われました。午前９時
から始められた作業には、
地域住民をはじめ建設業協
会、自衛隊など約300人が
参加。約４㎞に渡る石波海
岸を４カ所に分かれ、漂流
物やごみを回収しました。 



　  子育て支援情報

『すこやかひろば』で
親子の触れ合い
気軽に遊びに来てね♪

一時預かりも 
あります

子どもを２時間１人500円で
預かっています。１回一世帯
までとなっていますので事前
予約が必要になります。詳し

くはお電話ください。

その他、いろいろな行事があります。
ぜひ遊びに来てください。

串間市公式ホームページにも
お便り、行事予定を掲載しています。

●住所＝串間市大字西方5500-2　　●☎/FAX＝0987-27-3075　　●開館日＝平日 午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp　　●ＨＰ＝http://kushima-panerp.com/

なんだか
明日が楽しみなマチ

くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

◦  

◦  

◦

　
陽
気
も
暖
か
く
な
り
、
新

た
な
春
に
心
踊
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
ね
。
さ
て
、
３
月

は
年
度
末
の
時
期
で
も
あ
り
、

何
か
と
忙
し
く
も
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
の
皆
さ

ま
も
、
27
年
度
の
締
め
と
な

り
、
慌
た
だ
し
く
さ
れ
る
方

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
市
民
団
体

の
年
度
末
と
し
て
、
や
っ
て

お
く
べ
き
こ
と
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

▽�

経
理
な
ど
の
締
め
＝
支
払

い
の
漏
れ
や
会
費
の
未
納

な
ど
の
確
認

▽�

報
告
書
の
準
備
＝
提
出
義

務
や
期
日
の
確
認

▽�

デ
ー
タ
の
整
理
＝
書
類
や

画
像
デ
ー
タ
を
年
度
ご
と

に
ま
と
め
て
お
く
と
便
利

で
す

　
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
関
わ

り
の
深
い
方
が
率
先
し
て
行

う
こ
と
が
効
率
的
で
す
が
、

分
担
し
、
協
力
し
合
う
の
も

市
民
活
動
の
一
つ
の
楽
し
み

で
あ
る
た
め
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　
そ
し
て
次
に
来
年
度
の
こ

と
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽�

事
業
計
画
＝
ア
イ
デ
ィ
ア

や
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と

が
実
現
し
や
す
い
の
が
こ

の
時
期
で
す
。
自
分
の
考

え
や
気
持
ち
を
話
し
て
み

ま
し
ょ
う
。　
　

▽�

新
規
会
員
＝
新
規
会
員
が

集
ま
り
や
す
い
の
も
こ
の

季
節
で
す
。
何
か
始
め
た

い
と
考
え
て
い
る
方
が
い

ま
す
。
積
極
的
に
誘
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

▽�

運
営
資
金
＝
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
も
補
助
金
の
魅
力

で
す
。
新
年
度
の
応
募
も

始
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ

う
。

　
計
画
な
ど
を
考
え
だ
す
と
、

楽
し
み
で
興
奮
し
て
し
ま
い

眠
れ
な
く
な
る
。
私
は
こ
れ

で
よ
く
寝
不
足
に
な
り
ま
す

笑
。
市
民
か
ら
も
同
様
の
話

を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
し
っ

か
り
と
締
め
く
く
り
、
楽
し

み
な
春
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

な
ん
だ
か
明
日
が
楽
し
み
な

マ
チ
、
く
し
ま
。

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
方

創
生
特
命
部
長
の
矢
後
で
す
。

　

２
月
11
日
に
、
都
井
岬
の
再
開

発
に
向
け
て
、
米
良
電
機
産
業
株

式
会
社
と
串
間
市
と
の
間
で
企
業

立
地
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
米
良
電
機
産
業（
株
）を
は
じ
め

と
す
る
共
同
事
業
体
に
よ
り
、
昨

年
末
、
市
が
取
得
し
た
旧
都
井
岬

観
光
ホ
テ
ル
の
跡
地
に
宿
泊
・
観

光
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
を
整
備
す

る
計
画
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
受

け
、
今
般
、
米
良
電
機
産
業（
株
）

と
の
企
業
立
地
協
定
の
締
結
に
至

り
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
も
、
米
良
電
機
産
業

（
株
）な
ど
と
協
力
し
て
、
都
井
岬

の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
ず
は
、

旧
都
井
岬
観
光
ホ
テ
ル
の
解
体
撤

去
の
環
境
整
備
な
ど
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

都
井
岬
は
、
間
近
で
観
察
で
き

る
天
然
記
念
物
の
「
御
崎
馬
」
だ

け
で
な
く
、
九
州
で
唯
一
参
観
可

能
な
「
都
井
岬
灯
台
」、
迫
力
満

点
の
「
都
井
岬
火
ま
つ
り
」、
そ

し
て
、
朝
焼
け
・
夕
焼
け
の
絶
景

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
自
然
と
の
共
生

の
中
で
、
多
彩
な
観
光
資
源
を
有

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
の
調
和
の

中
で
、
宿
泊
・
観
光
レ
ジ
ャ
ー
施

設
な
ど
を
整
備
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、「
ま
ち
な
か
の
道
の

駅
」
を
核
と
し
た
中
心
市
街
地
活

性
化
の
取
り
組
み
な
ど
と
連
携
し
、

串
間
市
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

同
月
16
日
に
は
、
福
島
中
学
校

で
実
施
さ
れ
た
立
志
式
の
記
念
講

演
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
回
講
演
し
た
福
島
中
学
校
二

年
生
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
若
い
人

た
ち
に
、
こ
れ
か
ら
の
串
間
を
背

負
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
、

魅
力
的
な
串
間
を
引
き
継
ぐ
責
任

を
改
め
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

都井岬の再興に向けて
～米良電機産業㈱との企業立地協定締結～

地方創生特命部長

矢
や
後
ご
雅
まさ
司
し
の

部長日記

調印式後の記者会見の様子

「すこやかひろば」で 
遊びませんか？

　お楽しみシアターや誕生会、図書館より来て
いただき行う絵本の読み聞かせなど、毎月いろ
んな行事を計画しています。定期的に保健師さ
ん、栄養士さんの講座、季節の製作などさまざ
まなイベントも行っています。行事のない日も
親子で触れ合い、楽しめる場所として利用者同

士の交流の場にもなっています。

利用時間は？
　月曜～金曜日は午前８時半～正午、
午後１時～５時。日曜日は午前９時～

午後４時までとなっています。
※�健診などがあるため午後からは休み

の場合があります。祝日、12月29日
～１月３日もお休みです。

「すこやかひろば」って？
　総合保健福祉センター（市民病院となり）
の２階にある「すこやかひろば」は親子で交
流できる場所です。利用料金は無料。保護者
同士のお友達づくりや情報交換ができ、毎月
さまざまなイベントも計画していますので遊
びに来てください。子育てに不安や悩みのあ
る方は、保育士に気軽に声をかけてください。

おしゃべりだけでも OK ですよ。

日曜日も開放 
しています

今年度から始めた日曜開放。たく
さんの親子が遊びに来てください
ました。就学前の親子のみの利用
ですが、気軽に遊びに来てくださ

い。お待ちしております。

問い合わせ先
福祉事務所子育て支援係

☎７２－８７０１（すこやかひろば直通）

子育てママの骨盤体操

製作の日

お楽しみシアター

手づくりカップケーキ

絵本の読み聞かせ

クリスマス誕生会

11  Kushima City Public Relations, 2016.3, Japan 広報 　　　　  10
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2

串
間
市
の
河
川
の
状
況

　

市
で
は
、
市
内
15
カ
所
で
河
川

の
水
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で

の
主
な
年
度
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
：
微
生
物
が
水

中
の
有
機
物
を
分
解
す
る
と
き
に

消
費
す
る
酸
素
量
と
さ
れ
、
こ
の

値
が
大
き
い
ほ
ど
水
が
汚
れ
て
い

る
）
を
グ
ラ
フ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
数
値
で
は
都
井

川
が
Ｂ
Ｏ
Ｄ
２
・
５
㎎
／
ℓ
と
、

環
境
基
準
値
（
２
㎎
／
ℓ
）
を
上

回
っ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
箇
所

で
は
年
々
水
質
は
改
善
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
意

識
の
変
化
」
の
表
れ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
一
方
で
、
生
活
排
水
は
十

分
に
処
理
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
排
水

の
処
理
が
水
質
保
全
の
要
と
な
り

ま
す
。

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

美
し
い
川
を
守
る
た
め
に
わ
た

し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
汚
れ

た
生
活
排
水
を
川
に
流
さ
な
い
こ

と
で
す
。

　

く
み
取
り
処
理
や
単
独
浄
化
槽

処
理
か
ら
合
併
浄
化
槽
処
理
へ
の

切
り
替
え
、
ま
た
は
公
共
下
水

道
・
農
集
落
排
水
へ
の
接
続
に

よ
っ
て
排
水
の
汚
れ
を
８
割
以
上

カ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

ほ
か
に
も
、
油
を
流
さ
な
い
た
め

に
皿
や
フ
ラ
イ
パ
ン
の
油
は
紙
で

拭
き
取
っ
た
り
、
米
の
と
ぎ
汁
を

庭
の
花
に
か
け
る
と
い
っ
た
工
夫

を
す
る
こ
と
が
河
川
の
浄
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
☎
内
線
２
５
３

❶善田川合流点 ❻中鶴橋（福島川） ⓫宮ノ前橋（都井川）

❷本城川城泉坊 ❼一氏橋（福島川） ⓬宮ノ浦橋（宮ノ浦川）

❸下弓田海域 ❽石木田橋（大平川） ⓭八ヶ谷橋（市木川）

❹蔵元橋（福島川） ❾平原橋（大平川） ⓮松清橋（天神川）

❺屋治橋（大平川） ❿第一鍛治屋橋（馬場川） ⓯西方橋（西方川）

※環境基準（県が目標と定める水質基準と水域）
◆�福島川上流―赤池滝より上流。BOD1mg/ℓ以下。
◆�福島川下流―赤池滝より下流。福島川に流入する初田川、善田川および西方川を含む。

BOD2mg/ℓ以下。❶❹❻❼❿⓮⓯
◆�大平川上流―末広橋より上流。BOD1mg/ℓ以下。
◆�大平川下流―末広橋より福島川合流点まで。大平川下流に流入する奈留川および秋山川を含む。

BOD2mg/ℓ以下。❺❽❾
◆�串間地先海域―下弓田海域付近。COD2mg/ℓ以下。❸
◆❷⓫⓬⓭については、目安としての基準を表示。
◆�❸下弓田海域のみ COD( 化学的酸素消費量 ) で表示。
◆�⓮Ｈ25、26、27 年度は工事の関係上平橋で採水。

グラフは基準値 (BOD2mg/ℓ) を表示するため、掲載されるものは調査
地点によってはグラフの線の推移がわかりにくいものもあります。縦軸は
BOD、横軸は年度です。※ただし、❸下弓田の縦軸は COD になります。

環境基準値
↓（２㎎／ℓ）

　

税
金
を
そ
の
納
期
限
ま
で
に
納

付
し
て
い
な
い
場
合
、
納
付
す
る

ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
が

か
か
る
ほ
か
、
督
促
状
の
送
付
を

受
け
て
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
財
産
の
差
押
え
な
ど
の
滞
納

処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
税
金
を
一
括
し
て
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
理
由
が
あ

る
場
合
に
は
、
一
定
の
要
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
、
税
務
課
に
申
請

す
る
こ
と
で
、
財
産
の
換
価
（
売

却
）
や
差
押
え
な
ど
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

換
価
の
猶
予

　

市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
す

る
こ
と
に
よ
り
「
事
業
の
継
続
ま

た
は
生
活
の
維
持
を
困
難
に
す
る

恐
れ
が
あ
る
」
な
ど
の
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
と
き
は

�

●�

そ
の
市
税
の
納
期
限
か
ら
６
カ

月
以
内
に
、
市
税
務
課
に
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
年
以
内

の
期
限
に
限
り
、
換
価
の
猶
予

が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

猶
予
が
認
め
ら
れ
る
と
、

・�

す
で
に
差
押
え
を
受
け
て
い
る

財
産
の
換
価
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

・�

差
押
え
に
よ
り
事
業
の
継
続
や

生
活
の
維
持
が
困
難
と
な
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
、
差
押
え
が
猶

予
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

換
価
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
た
期

間
中
の
延
滞
金
の
一
部
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

※�

申
請
す
る
市
税
以
外
に
す
で
に

滞
納
と
な
っ
て
い
る
市
税
が
あ

る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
申

請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

※�

換
価
と
は
差
押
え
た
財
産
を
金

銭
に
換
え
て
、
滞
納
と
な
っ
て

い
る
税
金
に
充
当
す
る
た
め
の

強
制
手
続
き
の
こ
と
で
す
。

徴
収
の
猶
予

①�

財
産
が
被
災
ま
た
は
盗
難
に

あ
っ
た
と
き

②�

納
税
者
ま
た
は
生
計
を
一
に
す

る
親
族
な
ど
が
病
気
に
か
か
る

ま
た
は
負
傷
し
た
と
き

③�

事
業
の
廃
止
ま
た
は
休
止

④�

事
業
に
著
し
い
損
失
を
受
け
た

と
き

な
ど
の
要
件
に
該
当
し
市
税
を
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は

●�

市
税
務
課
に
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
申
請
し
た
日
の
翌
日
か

ら
１
年
以
内
の
期
限
に
限
り
、

徴
収
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

猶
予
が
認
め
ら
れ
る
と

・�

財
産
差
押
え
や
換
価
（
売
却
）

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

・�

す
で
に
差
押
え
を
受
け
て
い
る

財
産
が
あ
る
場
合
、
税
務
課
に

申
請
す
る
こ
と
で
差
押
え
が
解

除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・�

猶
予
期
間
中
の
延
滞
金
の
全
部

ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

猶
予
を
受
け
る
た
め
の 

手
続
き

◎
提
出
す
る
書
類

①�

換
価
の
猶
予
申
請
書
ま
た
は
徴

収
の
猶
予
申
請
書

②
財
産
収
支
状
況
書

③
担
保
の
提
供
に
関
す
る
書
類

④�

災
害
な
ど
の
事
実
を
証
明
す
る

書
類
（
徴
収
の
猶
予
の
場
合
）

申
請
の
期
限

①�

換
価
の
猶
予
＝
猶
予
を
受
け
よ

う
と
す
る
税
目
の
納
期
限
か
ら

６
カ
月
以
内

②�
徴
収
の
猶
予
＝
要
件
に
該
当
し

希
望
す
る
場
合
、
速
や
か
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い

担
保
の
提
供

　

猶
予
の
申
請
を
す
る
場
合
、
猶

予
を
受
け
よ
う
と
す
る
金
額
に
相

当
す
る
担
保
（
土
地
、
建
物
、
有

価
証
券
、
保
証
人
な
ど
）
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

左
記
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は

担
保
の
提
供
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

①�

猶
予
す
る
金
額
が
１
０
０
万
円

以
下

②
猶
予
期
間
が
３
カ
月
以
内

③�

そ
の
他
の
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合

　

猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
は
１
年
の
範
囲
内
で
、
財
産

の
状
況
に
応
じ
て
、
合
理
的
に
市

税
を
完
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

認
め
ら
れ
る
期
間
に
限
り
ま
す
。

　

な
お
、
猶
予
を
受
け
た
市
税
は

原
則
と
し
て
猶
予
期
間
中
に
分
割

し
て
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

猶
予
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は

市
役
所
税
務
課
収
納
係
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
税
務

課
収
納
係
☎
内
線
２
１
４
・
２

１
５
・
２
１
８

市
税
を
納
期
限
ま
で
に

納
付
が
で
き
な
い
場
合
の

猶
予
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

地
方
税
法
の
改
正
に
て
、
地
方
税
法
に
お
け
る

猶
予
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
市
税
に
お
い
て
も
納
税
者
の
申
請
に
よ
る
新
た
な
換
価
と

徴
収
の
猶
予
制
度
が
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

美
し
い
川
を
守
り
継
ご
う

■
市
内
15
カ
所
に
あ
る
河
川
の
水
質
検
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　 

身
近
な
河
川
の
状
況
を
知
り
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で
美
し
い
川
を
守
り
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。



健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

地
域
包
括
ケ
ア
と
は

　

現
在
日
本
で
は
、
高
齢
化
が
進
み
、
特
に
串

間
市
に
お
い
て
は
高
齢
者
の
方
が
非
常
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
１
月
時
点
で
の
人

口
は
１
万
8
7
0
8
人
、
65
歳
以
上
の
高
齢
化

率
40
・
7
%
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら

に
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

団
塊
の
世
代
が
75
歳
と
な
る
２
０
２
５
年
ま
で

は
、
全
体
と
し
て
人
口
は
減
少
し
て
き
ま
す
が
、

高
齢
者
は
減
少
す
る
こ
と
な
く
か
え
っ
て
増
加

し
ま
す
。
高
齢
者
に
対
す
る
対
策
が
非
常
に
重

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』
と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
最
近
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
に
関
わ
る
人
た
ち
の
間
で

は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。
広
島
県

公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
の
院
長
を
務
め
た
山
口

昇
先
生
が
、
昭
和
50
年
代
以
来
、
御
調
町
（
み

つ
ぎ
ち
ょ
う
）
で
展
開
し
た
医
療
と
福
祉
に
ま

た
が
る
ケ
ア
の
実
践
に
与
え
た
名
称
で
す
。

　

山
口
先
生
に
よ
れ
ば
、
脳
卒
中
な
ど
で
命
が

助
か
っ
た
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
生
存
率
を
高

め
る
た
め
の
治
療
を
す
る
の
で
は
な
く
、
生
活

の
質
（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
を
高
め
る
た
め
に
は
生
活
支

援
と
し
て
の
ケ
ア
が
医
療
と
同
等
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
と
い
う
認
識
に
た
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
包
括
的
ケ
ア
を
「
地
域
ケ
ア
」
と
し
て
実

現
す
る
こ
と
を
実
践
の
指
針
と
し
ま
し
た
。

　
『
地
域
包
括
ケ
ア
』
と
は
『
介
護
を
要
す
る

よ
う
に
な
っ
て
も
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
や
自
宅
で
生
活
し
た
い
と
希
望
す
る
人
が
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
在
宅
で
自

立
し
た
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
え
る
こ

と
』で
す
。そ
れ
を
支
え
る
た
め
の
体
制
が
、『
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』
と
な
り
ま
す
。
地
域

包
括
ケ
ア
圏
域
は
「
お
お
む
ね
30
分
以
内
に
駆

け
付
け
ら
れ
る
圏
域
」
を
理
想
的
な
圏
域
と
し

て
定
義
さ
れ
ま
す
。

　
『
住
ま
い
』
と
『
生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
』
を
土
台
と
し
て
、『
医
療
』『
介
護
』『
予
防
』

と
い
う
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
相
互
に
連
携
し

な
が
ら
在
宅
の
生
活
を
支
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

私
が
生
ま
れ
た
の
は 

昭
和
26
年
（
１
９
５

１
年
）
で
す
が
、
そ
の
頃
は
約
80
％
の
方
が
自

宅
で
人
生
の
最
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
病
院

で
亡
く
な
ら
れ
る
方
は
わ
ず
か
で
し
た
。
そ
の

後
、
病
院
で
亡
く
な
ら
れ
る
方
が
増
え
て
い
き
、

１
９
７
５
年
に
は
逆
転
し
ま
し
た
。
現
在
で
は

約
80
％
の
方
が
病
院
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
て
お

り
、
自
宅
で
最
期
を
迎
え
ら
れ
る
方
は
12
％
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
死
は
誰
に
と
っ
て
も
避
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
最
期
の

瞬
間
を
愛
す
る
家
族
に
見
守
ら
れ
て
安
ら
か
に

迎
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
望
ま
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

串
間
市
民
病
院
で
の
取
り
組
み

　

串
間
市
民
病
院
は
、
こ
れ
ま
で
急
性
期
を
担

う
病
院
と
し
て
、
救
急
患
者
さ
ん
の
対
応
に
も

あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
入
院
と
し
て
は
急
性
期

の
患
者
さ
ん
の
み
を
治
療
し
て
慢
性
期
に
移
行

す
れ
ば
、
療
養
型
の
病
院
な
ど
に
転
院
を
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
急
性
期
が
終

わ
り
症
状
は
落
ち
着
い
た
け
れ
ど
も
、
す
ぐ
に

は
在
宅
へ
移
行
で
き
な
い
患
者
さ
ん
を
対
象
に
、

ス
ム
ー
ズ
に
在
宅
へ
移
行
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
間
、
十
分
な
リ

ハ
ビ
リ
を
し
て
在
宅
で
の
生
活
に
支
障
の
な
い

よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
在
宅
医
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

が
ん
の
治
療
を
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
し
ば
ら

く
は
積
極
的
な
治
療
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た

患
者
さ
ん
や
、
高
齢
や
認
知
症
の
た
め
意
識
が

混
濁
し
て
こ
れ
ま
で
だ
っ
た
ら
入
院
が
必
要
だ

っ
た
患
者
さ
ん
を
で
き
る
限
り
自
宅
で
診
ら
れ

る
よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

具
体

的
に
は
そ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
が
お
ら
れ
た
場

合
、
病
院
か
ら
医
師
に
よ
る
訪
問
診
療
、
看
護

師
に
よ
る
訪
問
看
護
を
し
て
、
患
者
さ
ん
が
で

き
る
限
り
楽
な
気
持
ち
自
然
な
気
持
ち
で
療
養

で
き
る
よ
う
に
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
家
族

の
み
ん
な
、
子
ど
も
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
な
ど
に

囲
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
元
気
を
も
ら
え
る
よ

う
に
な
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

私
も
今
年
で
65
歳
に
な
り
高
齢
者
の
仲
間
入

り
を
し
ま
す
。
皆
さ
ん
と
共
に
高
齢
者
を
大
切

に
す
る
医
療
、
介
護
、
福
祉
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
地
域
包
括
ケ
ア
』へ
の
取
り
組
み

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
期
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
を
め
ざ
し
て
～

　

内
閣
府
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
地
方
公

共
団
体
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
不
正
な

勧
誘
や
個
人
情
報
の
取
得
を
行
お
う
と
す

る
電
話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
、
訪
問
な
ど
に

関
す
る
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
か
た
っ
た
手
口

に
は
十
分
注
意
し
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
は
法
律
で

社
会
保
障
、
税
、
災
害
対
策
の
３
つ
の
行

政
分
野
に
限
ら
れ
て
お
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
利
用
す
る
手
続
き
で
は
、
原
則
、
顔

写
真
付
き
の
身
分
証
明
証
な
ど
で
本
人
確

認
を
徹
底
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
な
ど
の

手
続
き
で
、
口
座
番
号
な
ど
を
電
話
な
ど

で
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電

話
や
メ
ー
ル
は
す
ぐ
に
切
る
か
無
視
す
る

こ
と
と
し
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
連

絡
・
相
談
い
た
だ
く
か
、
内
容
に
よ
っ
て

は
、
す
ぐ
に
警
察
の
相
談
専
用
窓
口
や
個

人
情
報
保
護
委
員
会
の
苦
情
あ
っ
せ
ん
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
不
審
な
電
話
な
ど
を

受
け
た
ら
こ
ち
ら
》

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8

●
警
察
相
談
専
用
電
話
＃
9
1
1
0

　

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
ま
で

《
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
含
ま
れ
る

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る

苦
情
は
こ
ち
ら
》

●
個
人
情
報
保
護
委
員
会

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
苦
情

　

あ
っ
せ
ん
相
談
窓
口

　

☎
03

－

６
４
４
１

－

３
４
５
２

企
業
立
地
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

２
月
11
日
、
米
良
電
機
産
業
株
式
会
社

（
宮
崎
市
）
と
本
市
に
お
い
て
、
旧
都
井

岬
観
光
ホ
テ
ル
跡
地
の
再
開
発
に
関
す
る

企
業
立
地
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

米
良
電
機
産
業
は
年
度
内
に
市
が
旧
ホ

テ
ル
を
解
体
す
る
と
し
た
方
針
を
受
け
、

同
社
を
中
心
と
す
る
共
同
事
業
体
で
宿
泊

施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
複
合
型
の
観
光

レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
整
備
す
る
と
発
表
し
ま

し
た
。
２
０
２
０
年
４
月
の
営
業
開
始
を

目
指
し
、
従
業
員
60
人
（
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
含
む
）
を
地
元
で
新
規
雇
用
予
定
。

正
式
な
計
画
は
今
後
、
再
開
発
に
賛
同
す

る
企
業
で
共
同
事
業
体
を
設
立
し
検
討
し

て
い
く
方
針
で
す
。

　

調
印
後
の
記
者
会
見
で
、
同
社
の
米
良

充
典
社
長
は
「
豊
富
な
自
然
や
野
生
馬
を

間
近
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
都
井
岬
の
よ

う
な
所
は
な
か
な
か
な
い
。
都
井
岬
を
世

界
に
発
信
し
、
串
間
市
、
串
間
市
民
と
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
野
辺
市
長
は
「
都
井
岬
の
再
生
は

最
重
要
課
題
の
一
つ
。
市
と
し
て
も
で
き

る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
く
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

都
井
岬
の
再
開
発
は
、
雇
用
の
拡
大
が

図
ら
れ
る
と
同
時
に
地
域
経
済
の
活
性
化

に
も
繋
が
る
も
の
と
、
大
い
に
期
待
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
推
進
課

　

☎
72

－

１
１
１
１
（
内
線
２
６
７
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た

不
正
な
勧
誘
や
個
人
情
報
の 

取
得
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

旧
都
井
岬
観
光
ホ
テ
ル

跡
地
再
開
発
へ

握手を交わす野辺市長（左）と米良社長（右）ら
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著：串間市民病院 院長
黒木 和男 Kazuo Kuroki
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３/29（火）春のおはなし会

　いつもと違う特別なおはなし会です！

３/31（木）、４/１（金）、４/６（水）

国際交流員ジョンの英
会話教室

遊びながら楽しく英語を学びましょう！

場所＝図書館２階会議室

３・４月イベント
情報

　

国
際
交
流
員
と
し
て
働
き
始
め
て

か
ら
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。
冬
の
季

節
か
ら
ど
ん
ど
ん
春
に
近
づ
い
て
行

き
ま
す
。
最
近
寒
か
っ
た
で
す
が
、

た
ま
に
暖
か
い
日
も
あ
り
ま
す
。
僕

の
地
元
の
方
が
う
ん
と
寒
い
の
で
す

が
、
串
間
に
住
め
ば
住
む
ほ
ど
こ
ち

ら
の
寒
さ
に
慣
れ
て
き
て
し
ま
っ
て
、

早
く
冬
が
終
わ
っ
て
ほ
し
い
く
ら
い

で
す
。

　

１
月
は
僕
の
誕
生
日
が
あ
り
ま
し

た
。
誰
と
話
し
て
も
ま
だ
ま
だ
若
い

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
24
歳

に
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
干
支
は
猿

で
す
ね
。
だ
か
ら
、
今
年
は
年
男
で

す
。
驚
い
た
の
は
、
僕
の
お
父
さ
ん

も
申
年
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
24
歳

の
誕
生
日
を
祝
う
た
め
に
、
同
じ
く

誕
生
日
が
１
月
の
日
南
市
の
英
語
の

先
生
と
友
だ
ち
と
で
、
僕
の
好
き
な

豚
カ
ツ
を
食
べ
た
り
、
バ
ー
ス
デ
ー

ケ
ー
キ
を
食
べ
ま
し
た
。
一
番
面
白

か
っ
た
の
は
、
二
人
と
も
マ
ク
ド
ナ

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

ル
ド
を
食
べ
る
の
が
大
好
き
な
の
で
、

友
だ
ち
が
冗
談
で
マ
ッ
ク
の
チ
ー
ズ

バ
ー
ガ
ー
の
上
に
ロ
ー
ソ
ク
を
つ
け

ま
し
た
。
み
ん
な
爆
笑
し
て
す
て
き

な
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
、
誕
生
日
の
二
日
後
、
串

間
市
に
い
る
友
だ
ち
に
も
う
一
度
誕

生
会
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
週

間
で
２
回
誕
生
日
を
祝
う
の
は
最
高

で
し
た
！
半
年
前
串
間
市
に
引
っ
越

し
た
ば
か
り
な
の
に
こ
ん
な
に
も
優

し
い
友
だ
ち
を
作
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で

す
。
や
は
り
、ど
ん
な
国
、街
へ
行
っ

て
も
す
て
き
で
素
晴
ら
し
い
人
た
ち

と
の
出
会
い
が
あ
る
の
だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

今月のページ
・記事の余談
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！

誕生会をエンジョイしている友だち

パーティー
Bash

トムさんのパーティーを楽しみにしている！
Toms party is going to be a bash!
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年
金

あ
な
た
の
気
に
な
る
年
金
記
録

　
　
　
　
も
う
一
度
、
ご
確
認
を
！

　

年
金
記
録
に
つ
い
て
は
、
持
ち
主
不
明

の
記
録
が
、
い
ま
だ
数
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に「
も
れ
」や「
誤

り
」
が
あ
る
の
で
は
と
ご
心
配
の
あ
る
方

は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
や
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
お
手
元
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録
な
ど
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で

す
。

＊
確
認
で
き
る
年
金
記
録

・�

こ
れ
ま
で
の
公
的
年
金
制
度
の
新
し
い

年
金
加
入
記
録

・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

・�

加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
見
込
額
の
試

算
＊
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ら
で
は
の

　

便
利
な
使
い
方
も
！

・�

日
本
年
金
機
構
に
提
出
す
る
一
部
の
届

書
を
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
、
印
刷
で
き
ま

す
。

・�「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
や
「
年
金
振
込

通
知
書
」
な
ど
各
種
通
知
書
を
確
認
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・�

持
ち
主
の
分
か
ら
な
い
年
金
記
録
の
検

索
も
で
き
ま
す
。

※�
ご
利
用
に
は
、ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
の
取
得（
ご

利
用
登
録
）
が
必
要
で
す
。

＊�

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

▽
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０

－

０
５
８

－

５
５
５

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

　

都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－

23

－

２
５
７
１

今
月
の
テ
ー
マ
展
示

おせっかい屋のお鈴さん（堀川 アサコ）
溺れる月（新野 剛志）
温泉妖精（黒名 ひろみ）
やがて海へと届く（彩瀬 まる）
ラメルノエリキサ（渡辺 優）
あなたという国（ドリアン助川）
アメリカ最後の実験（宮内 悠介）
異郷の友人（上田 岳弘）
ガラパゴス上・下（相場 英雄）

GEEKSTER（大蔵 崇裕）
吸血鬼（佐藤 亜紀）
死んでいない者（滝口 悠生）
絶筆（野坂 昭如）
その姿の消し方（堀江 敏幸）
倒れる時は前のめり（有川 浩）
蓮の数式（遠田 潤子）
花冷えて（あさのあつこ）
バビロンの秘文字（堂場 瞬一）

やわらかい思春期の心に伝えたい、短
歌・俳句・川柳のアンソロジー。恋の
風景、突然炎のごとく…。「愛と恋」を
テーマにした作品を、解説や作者のプ
ロフィールとともに紹介する。黒瀬珂
瀾のエッセイも掲載。

過去１年間に串間市立図書館で最も貸
し出された作品は何か！ランキングで発
表します。串間で今人気のある作品は
何か。ぜひ図書館でお確かめください。
児童書の１位は「バムとケロのさむいあ
さ」でした。

「
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
」

「
赤
毛
の
ア
ン
ナ
」

　
真
保 

裕
一
／
著

「�

大
人
に
な
る
ま
で
に�

読
み
た
い
15
歳
の

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
」

母を亡くし、施設に引き取られた安那
は、持ち前の明るさで仲間たちを盛り
上げていく。15 年後、彼女が男を刺
して逮捕されたとのニュースが舞いこ
む。仲間たちは奔走をはじめるが…。『読
楽』掲載を単行本化。

ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル

４
月
１
日
か
ら

ご
み
収
集
曜
日
が
変
わ
り
ま
す

　

新
し
い
収
集
日
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別

紙
の
平
成
28
年
度
ご
み
収
集
計
画
一
覧
表

お
よ
び
平
成
28
年
度
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
ご

み
収
集
計
画
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
本
格
実
施
し
ま
す
。
す
で

に
市
内
１
２
０
以
上
の
自
治
会
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
説
明
会
を
行

い
、
実
際
に
分
別
を
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

同
時
に
経
費
の
節
減
が
で
き
な
い
か
こ

れ
ま
で
検
討
し
、
関
係
団
体
な
ど
の
協
議

の
結
果
、
中
間
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
行

政
が
新
設
す
る
の
で
は
な
く
、
既
存
の
民

間
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
分
別
内
容
に
一
部
変
更
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

変
更
内
容

▽
変
更
前

　

�

容
器
・
包
装
の
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
（
色
付
き
ト
レ
イ
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
　

↓

▽
変
更
後

　

�

全
て
の
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

（
色
付
き
ト
レ
イ
を
含
む
）

※�

変
更
に
伴
い
、
ス
ト
ロ
ー
、
ス
プ
ー
ン
、

ハ
ン
ガ
ー
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
袋
、
湿

布
の
フ
ィ
ル
ム
、
ビ
ニ
ー
ル
の
ひ
も
類

も
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

・
汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の

・�

ト
イ
レ
の
洗
剤
な
ど
に
あ
る
「
混
ぜ
る

な
危
険
」
と
標
記
の
あ
る
も
の

・�

紙
類
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
、
紙
パ
ッ
ク

な
ど
）

・
飲
料
容
器
の
ア
ル
ミ
の
ふ
た

・�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ビ
ニ
ー
ル
と
金
属
が

混
合
し
て
い
る
も
の
（
金
属
部
を
全
て

取
り
除
い
た
場
合
の
み
対
象
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
２



今月の
テーマ

お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

名
程
度
／
月
額
２ 

５
，
０
０
０

円
▽�

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）

ま
た
は
専
修
学
校（
高
等
課
程
）

に
在
学
す
る
者
＝
２
名
程
度
／

月
額
１ 

５
，
０
０
０
円

●�

出
願
の
資
格

①�

本
市
に
引
き
続
き
２
年
以
上
在

住
、
も
し
く
は
そ
の
世
帯
に
属

す
る
者
で
あ
る
こ
と

②�

高
等
学
校
ま
た
は
同
等
以
上
の

学
校
に
在
学
す
る
学
徒
で
、
向

学
心
に
富
み
、
意
志
堅
固
、
成

績
優
秀
、
品
行
方
正
、
心
身
と

も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

③�

学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら

れ
る
こ
と

●�

貸
与
期
間
＝
貸
与
決
定
の
と
き

か
ら
奨
学
生
が
在
学
す
る
学
校

の
正
規
の
修
業
期
間
を
修
了
す

る
と
き
ま
で

●�

提
出
書
類

　

次
の
書
類
を
教
育
委
員
会
ま
で

持
参
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
必

要
書
類
は
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま

す
。

①
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
推
薦
調
書

③�

在
学
証
明
書
（
在
学
す
る
学
校

長
が
発
行
し
た
も
の
）

④
住
民
票
謄
本（
同
一
世
帯
全
員
）

⑤
所
得
証
明
書

※�

た
だ
し
、
連
帯
保
証
人
は
市
税

な
ど
の
滞
納
が
な
い
者
と
す
る

（
市
税
完
納
証
明
書
添
付
）

●�

募
集
期
間
＝
４
月
１
日
（
金
）

～
５
月
31
日
（
火
）

●�

採
用
決
定
の
時
期
＝
７
月
下
旬

●�

奨
学
金
の
返
還
方
法
＝
卒
業
し

た
と
き
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
を

受
け
た
期
間
の
２
倍
に
相
当
す

る
期
間
内
で
返
還

●�

奨
学
金
の
返
済
免
除
に
つ
い
て

＝
平
成
27
年
度
か
ら
新
規
に
奨

学
金
奨
学
生
と
な
ら
れ
た
方
を

対
象
と
し
、
返
済
開
始
日
以
降
、

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

し
、
か
つ
、
本
市
に
移
住
し
て

い
る
方
は
返
済
免
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

●�

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間

市
教
育
委
員
会
学
校
政
策
課　

☎
内
線
３
７
６

（
公
財
）南
那
珂
育
英
会 

奨
学
生
募
集

●�

募
集
人
員
＝
６
名

●�

貸
付
月
額
＝
３ 

０
，
０
０
０
円

（
無
利
子
）

●�

貸
与
期
間
＝
平
成
28
年
４
月
か

ら
最
短
就
業
年
限
の
終
期
ま
で

●�

出
願
の
資
格

・�

短
期
大
学
・
大
学
・
大
学
院
に

入
学
し
た
者
で
あ
る
こ
と

・�

本
市
に
本
籍
を
有
し
居
住
し
て

い
る
か
、
保
護
者
が
引
き
続
き

２
年
以
上
在
住
し
て
い
る

・�

学
業
成
績
・
人
物
と
も
に
優
秀

で
、
か
つ
健
康
で
あ
り
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

・�

高
等
学
校
な
ど
の
長
が
、
奨
学

生
と
し
て
推
薦
し
た
者

・�

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

●�

出
願
の
手
続
き
＝
教
育
委
員
会

ま
で
書
類
を
持
参
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
奨
学
生
願
書

・
奨
学
生
推
薦
調
書（
開
封
無
効
）

・�

在
学
証
明
書
（
進
学
後
の
も
の
。

原
本
）

・�

平
成
27
年
分
の
所
得
を
証
明
す

る
書
類（「
所
得
証
明
書
」不
可
）

・�

世
帯
全
員
の
住
民
票
（
本
籍
・

続
柄
入
り
）

●�

願
書
受
付
期
間
＝
４
月
１
日

（
金
）
～
28
日
（
木
）

●�

採
用
決
定
の
時
期
＝
採
用
が
決

定
し
た
場
合
は
７
月
下
旬
ま
で

に
「
奨
学
生
採
用
通
知
書
」
を

交
付
し
ま
す
。

●�

奨
学
金
の
返
還
方
法
＝
貸
与
終

了
後
、
直
ち
に
返
還
開
始
と
な

り
ま
す
。
大
学
・
短
大
に
つ
い

て
は
貸
与
を
受
け
た
期
間
の
２

倍
の
期
間
内
に
返
還
。

●�

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間

市
教
育
委
員
会
学
校
政
策
課
☎

内
線
３
７
６

電
気
防
護
柵
設
置
の
助
成

に
つ
い
て

　

農
林
業
者
が
イ
ノ
シ
シ
用
電
気

防
護
柵
設
置
に
要
す
る
経
費
の
補

助
に
つ
い
て
募
集
を
行
い
ま
す
。

※�

３
月
市
議
会
に
て
予
算
の
議
決

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

●�

内
容
例
＝
防
護
柵
２
段
張
り
、

延
長
２
５
０
ｍ

●�

補
助
額
＝
県
が
定
め
る
標
準
経

費
の
３
分
の
２
以
内

●�

申
込
期
限
＝
３
月
25
日
（
金
）

●�

申
込
方
法
＝
市
役
所
に
直
接
ご

本
人
が
来
庁
を
い
た
だ
き
申
込

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

申
込
に
あ
た
り
、確
認
事
項（
電

気
柵
の
設
置
場
所
な
ど
）
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

申
込
多
数
の
場
合
に
は
、
他
事

業
な
ど
で
実
施
で
き
な
い
も
の

を
優
先
し
ま
す
。

※�

事
業
の
実
施
は
平
成
28
年
度
７

月
以
降
と
な
り
ま
す
。

※�

市
税
な
ど
滞
納
が
あ
る
場
合
に

は
採
択
で
き
ま
せ
ん
。

※�

補
助
金
は
事
業
完
了
後
の
精
算

払
い
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
農
地
水
産
林

政
課
☎
内
線
４
２
６
・
４
２
７

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
４
月
３
日
（
日
）

※�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①�

行
政
相
談
＝
３
月
28
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②�

法
律
相
談
＝
３
月
14
日
（
月
）

午
後
１
時
～
３
時
（
要
予
約
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
２

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

無
料
相
談

ごみの分別を正しくしましょう

転
入
・
転
出
届
出
な
ど
の 

窓
口
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

　

年
度
末
か
ら
年
度
始
は
、
住
所

異
動
な
ど
の
手
続
き
が
集
中
し
て

窓
口
が
混
雑
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

市
民
生
活
課
に
お
き
ま
し
て
、
窓

口
時
間
を
延
長
し
て
、
転
入
や
転

出
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

お
仕
事
な
ど
の
都
合
で
、
通
常

の
開
庁
時
間
帯
に
手
続
き
で
き
な

い
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

受
付
事
務
は
、
転
入
、
転
出
ま

た
は
転
居
を
さ
れ
る
方
の
一
部
手

続
き
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
支
所
は
通
常
通
り
で
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●�

窓
口
延
長
日
時
＝
３
月
28
日

（
月
）
～
４
月
５
日
（
火
）

▽
月
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
半
～
午
後
７
時

▽
土
・
日
曜
日

　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

●�

受
付
内
容

・�

転
入
、
転
出
、
転
居
の
届
出
に

関
す
る
事
務

・
国
民
年
金
に
関
す
る
事
務

・
家
庭
ご
み
に
関
す
る
事
務

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課

☎
内
線
２
２
３
・
２
２
４

よ
か
バ
ス 

ダ
イ
ヤ
改
正
の
お
知
ら
せ

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
よ
か
バ

ス
」
は
、
４
月
１
日
に
ダ
イ
ヤ
改

正
を
実
施
し
ま
す
。
３
月
15
日
発

送
の
行
政
連
絡
文
書
に
て
、
ダ
イ

ヤ
改
正
の
主
な
変
更
点
を
お
知
ら

せ
し
、
新
し
い
時
刻
表
を
各
家
庭

に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政
策
課

企
画
統
計
係
☎
内
線
３
３
４

市
総
合
運
動
公
園
で
の 

桜
の
花
見
に
関
す
る
お
願
い

　

例
年
、
桜
の
花
見
の
時
季
に
限

り
、「
駐
車
場
の
一
部
」
を
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
許
可
し
て
き
ま
し
た
が
、

車
の
事
故
や
駐
車
場
不
足
な
ど
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
許
可
し
な
い

こ
と
と
し
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

運
動
公
園
内
は
火
気
厳
禁
。

※�

駐
車
場
以
外
で
の
公
園
内
の
花

見
は
例
年
通
り
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
☎
72

－

５
２
６
２

串
間
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
協
議
会
を
開
催
し
ま
す

　

串
間
の
豊
か
な
地
域
資
源
を
生

か
し
た
感
動
体
験
を
通
し
て
、
串

間
フ
ァ
ン
を
育
て
る
こ
と
で
、
地

域
の
元
気
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
取
り
組
み
状
況
の
報
告

や
、
来
年
度
の
計
画
な
ど
を
決
め

る
会
議
の
様
子
は
、
一
般
公
開
さ

れ
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

傍
聴
希
望
の
方
は
、
会
場
入
口

に
て
受
付
が
必
要
で
す
。
事
前
申

込
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

●�

日
時
＝
３
月
22
日
（
火
）
午
後

５
時
開
会（
15
分
前
受
付
締
切
）

●�

場
所
＝
ホ
テ
ル
中
村
荘
会
議
室

●�
定
員
＝
10
名
（
先
着
順
）

●�
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

事
務
局
☎
72

－

０
４
７
９

子
ど
も
と
高
齢
者
に
や
さ
し
い 

運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　

次
の
こ
と
を
十
分
注
意
し
な
が

ら
車
の
運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

①�「
子
ど
も
」「
高
齢
者
」「
自
転

車
」
を
見
た
ら
速
度
を
落
と
し
、

ゆ
っ
く
り
運
転

②�

話
し
な
が
ら
登
下
校
し
て
い
る

小
学
生
を
見
た
ら
、
距
離
を
広

く
と
り
通
行
す
る

③�

歩
道
に
歩
行
が
安
定
し
な
い
高

齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
注
意
し

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
通
行
す
る

④�

交
差
点
で
は
、
子
ど
も
が
見
え

づ
ら
い
た
め
、
左
折
や
右
折
す

る
場
合
は
十
分
注
意
す
る

⑤�

交
差
点
に
は
、
子
ど
も
を
発
見

す
る
気
持
ち
で
入
る

⑥�

体
調
が
悪
い
と
き
は
運
転
を
控

え
る
こ
と
が
大
事

⑦�

朝
６
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に

交
通
事
故
が
多
い
の
で
十
分
注

意
し
て
運
転

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
危
機
管
理
課

☎
内
線
３
４
６

吉
松
邸
ひ
な
ま
つ
り
開
催
中

　

期
間
中
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
入
館
無
料
で
す
。

●�

期
間
＝
３
月
13
日
（
日
）
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

毎
週
火
曜
日
は
休
館
日　
　

●�

会
場
＝
旧
吉
松
家
住
宅

【
会
期
中
イ
ベ
ン
ト
】

▽
ひ
な
ま
つ
り

　

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

・
３
月
５
日
（
土
）
午
後
７
時
～

・�
前
売
券
＝
大
人
２
，
０
０
０
円
、

学
生
１
，
５
０
０
円
、
小
学
生

以
下
無
料

▽
さ
げ
も
ん
作
り
体
験

・
３
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
～

・
対
象
＝
小
学
生
高
学
年
以
上

・
要
予
約
（
先
着
20
名
）

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯�

学
習
課
文
化
係
☎
72

－

６
５
１�

１
春
の
史
跡
巡
り
し
ま
せ
ん
か

　

串
間
史
談
会
で
は
「
春
の
史
跡

巡
り
」
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
申
込
不
要
で
す
。

●�

日
時
＝
３
月
12
日
（
土
）
午
前

９
時
集
合

●�

集
合
場
所
＝
串
間
神
社
駐
車
場

●�

場
所
＝
蛇
王
神
社
、
赤
池
神
社
、

南
神
社
、
大
矢
取
神
社
、
聖
神

社
、
大
重
野
神
社
、
太
郎
神
社

●�

費
用
＝
３
０
０
円
（
資
料
代
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
史
談
会

清
水
さ
ん
☎
72

－

３
３
０
９

串
間
市
奨
学
資
金 

奨
学
生
募
集

●�

募
集
人
員
お
よ
び
貸
与
金
額

　
（
区
分
＝
人
員
／
貸
付
金
額
）

▽�

大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
校
、

専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
ま
た

は
大
学
院
に
在
学
す
る
者
＝
２

募
　
集
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じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

　宮崎県公民館大会において、奈留自治
会の村上正勝自治会長が、宮崎県公民館
連合会功労者表彰を受けられました。ま
た、寺里自治会（金丸悦夫自治会長）が広
報部門において優良公民館報表彰を受け
られました。

宮
崎
県
公
民
館
大
会
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た

古
竹
地
区
で

伝
統
の
野
焼
き

は
じ
め
て
サ
イ
ク
リ
ン
グ

in
く
し
ま
２
０
１
６

み
や
ざ
き
お
茶
ま
つ
り

Ｔ
－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
で
好
成
績

　サイクリング初心者の方、興味はあるけど自転車を
持ってない！そんな皆さんにおススメ！スポーツバイク
の格安レンタルやいちご狩り体験もご用意しています。
●日時＝４月10日（日）午前８時受付
●集合場所＝総合運動公園駐車場
●�コース＝Ａコース（約30㎞）、Ｂコース（約20㎞）
●�参加費＝無料（いちご狩り、レンタルは実費）
●�定員＝50名
●�申込方法＝参加申込書に必要事項を記入の上、ＦＡ
Ｘ、メールにて申込。詳細はお問い合わせください。

●�申込・問い合わせ先＝串間市サイクリング協会
　☎090-9598-8214、Fax 72-0456
　E-mail：kushima.ca@gmail.com

　日本茶の「小学生茶
チャ
ンピオン」を決める

「Ｔ－１グランプリ」が開催されました。
県内の小学生110名が参加し、お茶の○
×クイズ、種類当て、入れ方競技に挑み
ました。
　串間市からは、吉

よし
田
だ
一
いつ
希
き
くん（大束小６

年）、吉
よし
田
だ
和
かず
真
ま
くん（大束小４年）、中

なか
津
つ
留
る

剣
けん
慎
しん
くん（福島小３年）の３名が参加。３

人とも好成績を収め、吉田一希くんにお
いては１位を獲得し、「Ｔ－１博士」の称号
が与えられました。

　２月７日、福島地区・古竹で約100年
にわたって続けられている野焼きが行わ
れました。この伝統ある野焼きを終える
と、古竹の里山にはもうすぐ春が訪れま
す。

し
あ
わ
せ
っ
て 

な
ん
で
す
か
？

●
リ
ナ
マ
マ
さ
ん

　

平
成
27
年
２
０
１
５
年
ひ
つ
じ

年
。
結
婚
し
て
40
年
に
な
り
ま
す
。

宮
崎
大
学
の
た
く
さ
ん
の
人
、
そ

し
て
小
林
の
池
井
病
院
で
た
く
さ

ん
の
贈
り
物
が
あ
り
ま
し
た
。
一

冊
の
マ
イ
ノ
ー
ト
に
書
い
て
あ
り

ま
す
。
主
人
と
私
の
思
い
出
が
た

く
さ
ん
詰
め
て
あ
り
ま
す
。

　
『
し
あ
わ
せ
』
っ
て
な
ん
で
す

か
？
人
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。
ど

ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
自
分
が
こ

れ
で
い
い
と
思
え
る
こ
と
が
し
あ

わ
せ
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
、
思

い
や
り
や
優
し
さ
、
人
の
気
持
ち
。

こ
の
時
期
に
育
て
て
も
ら
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
２
０
１
６
年
さ
る
年
。

初
心
を
忘
れ
な
い
で
毎
日
を
過
ご

し
て
い
き
ま
す
。

　
最
近
聞
い
た
中
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は「
し
あ
わ
せ
と
は
カ

タ
チ
で
は
な
く
感
じ
方
」で
あ
る

と
い
う
言
葉
で
し
た
。
今
そ
こ
に

あ
る
モ
ノ
や
コ
ト
に
し
あ
わ
せ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
本
当
の

し
あ
わ
せ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ポ
エ
ト
リ
ー
の
世
界

●
河
野
浩
泰
さ
ん

　

ポ
エ
ト
リ
ー
と
は
、
ご
存
じ
の

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
詩
や

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
な
ど
の
ジ
ャ

ン
ル
で
す
。
私
も
俳
句
、
短
歌
が

特
に
好
き
で
す
。
も
う
他
界
さ
れ

た
寺
山
修
司
さ
ん
も
俳
句
な
ど
を

愛
さ
れ
、
ま
た
宮
崎
県
内
で
は
若

山
牧
水
さ
ん
が
有
名
で
す
。

　

私
は
、
三
女
の
小
学
校
入
学
時

に
、
株
式
会
社
美
研
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
と
い
う
出
版
会
社
の
寺

山
修
司
さ
ん
の
特
集
号
に
私
の
俳

句
（
拙
作
品
）
が
入
選
し
ま
し
た
。

そ
の
俳
句
は
、
三
女
の
小
学
校
入

学
を
祝
っ
た
句
で
『
ラ
ン
ド
セ
ル

　

小
さ
な
肩
に　

春
さ
そ
う
』
で

し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
日

本
の
言
葉
の
文
化
に「
あ
っ
ぱ
れ
」

で
す
。

　
５
・
７
・
５
と
い
う
た
っ
た
17

文
字
で
表
現
す
る
と
い
う
俳
句
は
、 

世
界
最
短
の
定
型
詩
と
呼
ば
れ
て

い
て
、
海
外
で
も
人
気
が
あ
る
よ

う
で
す
。
元
欧
州
理
事
会
議
長
の

フ
ァ
ン
ロ
ン
パ
イ
氏
も
俳
句
集
を

出
版
さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
す
。

ま
さ
に
日
本
の
言
葉
の
文
化
は

「
天
晴
れ
」で
す
ね
。

中
学
校
統
合
と
こ
れ
か
ら

●
く
ろ
や
ん
さ
ん

　

平
成
29
年
度
よ
り
、
串
間
市
の

中
学
校
６
校
が
統
合
さ
れ
、
学
校

名
も
串
間
中
学
校
と
し
て
、
改
め

て
新
し
い
歴
史
の
始
ま
り
を
告
げ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
そ
し
て
同

時
に
福
島
高
校
と
の
中
高
一
貫
教

育
も
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
告
げ

る
わ
け
で
す
ね
。

　

福
島
高
校
が
先
日
打
ち
出
し
た

学
校
存
続
の
プ
ラ
ン
が
「
串
間
市

役
所
の
一
次
試
験
免
除
も
し
く
は

優
位
（
優
遇
）
的
措
置
」
と
提
案

し
て
い
る
動
き
で
す
ね
。
た
だ
地

元
に
優
秀
な
人
材
を
残
し
た
い
意

向
と
は
裏
腹
に
、
串
間
の
Ｐ
Ｒ
を

積
極
的
か
つ
効
果
的
に
宣
伝
し
て

い
る
の
が
、
実
は
市
外
（
県
外
）

か
ら
の
移
住
組
で
あ
る
の
も
現
状

に
あ
り
ま
す
。
私
も
含
め
地
元
組

の
奮
起
が
今
後
を
左
右
し
ま
す
。

　
本
当
に
串
間
を
良
く
し
た
い
と

い
う
人
が
育
つ
教
育
に
も
期
待
し

た
い
で
す
ね
。
た
だ「
か
わ
い
い

子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
」じ
ゃ
な
い

で
す
が
、
一
度
外
に
出
た
人
に
し

か
分
か
ら
な
い
串
間
の
良
さ
も
あ

る
と
思
う
の
で
Ｕ
タ
ー
ン
組
の
対

策
も
重
要
で
す
。
移
住
組
も
地
元

組
も
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
？

●
匿
名
希
望
さ
ん

　

私
の
親
は
毎
日
焼
酎
と
缶
ビ
ー

ル
が
手
放
せ
な
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
酒
を
飲
ん
で
運
転
す
る

な
ど
の
迷
惑
行
為
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
酒
を
飲
ま
な
か
っ
た
日
を
ほ

と
ん
ど
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
親
は
風
邪
を
ひ
い
た
と
き
か
、

高
熱
が
出
た
時
以
外
は
必
ず
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
酒
を
口
に
し
て

お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、「
酒
を
飲

め
な
い
状
態
が
通
常
の
状
態
で
は

な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
酒
が
飲
め

る
時
は
（
自
分
が
）
健
康
な
状
況
」

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
ケ
ー
ス
は
医
学
的
に
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
と
診
断
さ
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
？

　
市
民
病
院
よ
り
回
答
い
た
し
ま

す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ど
う
か

を
簡
単
に
自
己
判
断
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｅ
テ
ス
ト
と

い
っ
て
、
以
下
に
あ
げ
る
４
項
目

の
う
ち
２
項
目
で
あ
て
は
ま
れ
ば

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
診
断
さ
れ

ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
①
飲
酒
量
を
減
ら
そ
う
と

思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
②
他
人
か

ら
飲
酒
を
非
難
さ
れ
て
困
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
③
自
分
の
飲
酒
に
つ

い
て
悪
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

④
迎
え
酒（
朝
酒
）
を
し
た
こ
と

が
あ
る
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
は
診
断

さ
れ
な
く
て
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
が

原
因
で
肝
機
能
が
悪
く
な
っ
て
い

る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
医
療
機

関
で
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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本城地区おひなさま雅まつり
●日程＝３月５日（土）・６日（日）
●�場所＝いこいの里大広間（イベントは本城神社、本城ふ
れあいセンター、広護寺、個人宅など本城地区７カ所で
開催されます）

宮崎天歌らくご祭 － 2016 春の陣－
●日時＝４月３日（日）午後２時開演
●会場＝いこいの里
●料金＝当日2,000円、予約1,500円
　　　　※30代までは500円値引き
　　　　※高校生以下1,000円値引き
　　　　※未就学児は無料
●出演者＝三遊亭天歌、林家木りん、三遊亭好吉
●予約先＝天歌事務局　☎090-5283-2538
　　　　　※�留守電に、氏名・会場名・人数・割引希望の

方はその旨を伝えれば予約完了

市民
憲章

わたくしたちは、
1. �豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1. �お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1. �健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1. �だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

　

串
間
の
人
口
１
万
８
千
余
の
う
ち
、

60
歳
以
上
は
約
半
数
で
、
私
も
４
年

前
に
そ
の
仲
間
入
り
し
、
今
年
は
年

金
を
受
け
る
歳
に
な
り
ま
す
。

　

生
き
る
原
点
と
な
る
人
と
の
つ
な

が
り
に
お
い
て
疎
遠
の
憂
き
目
に

あ
っ
た
数
も
相
当
で
、
い
っ
た
ん
は

活
動
に
関
わ
る
こ
と
を
断
念
し
た
の

が
約
７
年
前
。
後
は
裏
方
に
徹
す
る

こ
と
を
意
に
決
し
、
東
北
大
震
災
の

年
に
都
井
岬
火
ま
つ
り
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
で
15
ｍ
の
大
蛇
を
製
作
、
み

か
ん
山
大
師
の
復
興
活
動
を
３
年
半

前
か
ら
補
助
的
に
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
多
く
の
素
晴
ら

し
い
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
想
い
を
同

じ
に
す
る
中
、
串
間
の
自
然
を
最
大

限
に
生
か
そ
う
と
、
既
存
の
社
会
活

動
団
体
と
提
携
で
き
る
市
民
レ
ベ
ル

の
組
織
を
い
く
つ
か
編
成
し
ま
し
た
。

市
民
委
員
会
、
ル
ー
ト
４
４
８
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
蘇
鉄
の
会
。
そ
れ
ぞ
れ

の
共
通
目
標
は
串
間
の
再
興
で
自
然
、

歴
史
、
伝
統
芸
能
を
掘
り
起
こ
し
、

そ
の
活
動
を
映
像
と
文
献
で
記
録
保

存
し
公
開
す
る
こ
と
。
そ
れ
を
各
地

域
の
人
々
が
小
中
高
生
と
交
流
す
る

形
で
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

昨
年
は「
既
存
活
動
の
実
態
調
査
」

「
各
種
情
報
発
信
」「
自
然
探
索
の

フ
ッ
ト
パ
ス
」「
市
内
外
で
の
地
域
づ

く
り
講
演
会
参
加
」「
日
南
・
志
布
志

と
の
提
携
交
流
」「
蘇
鉄
の
会
と
し
て

都
井
の
臼
太
鼓
踊
り
」「
大
束
広
野
の

も
ぐ
ら
も
ち
」「
今
年
休
校
と
な
る

笠
祇
小
学
校
の
運
動
会
や
収
穫
祭
」

「
市
木
柱
松
」、
そ
の
他
学
校
を
主
に

写
真
と
動
画
を
撮
影
編
集
し
て
一
部

地
域
へ
無
償
配
布
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
主
に
28
年
度
末
に
統
廃
合

さ
れ
る
市
内
六
中
学
校
の
行
事
や
文

献
撮
影
に
お
い
て
各
校
区
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
住
民
の
方
々
と
、
同
時
入
学
編
入

と
な
る
児
童
生
徒
が
校
区
を
越
え
て

交
流
す
る
形
で
行
い
、
地
域
の
宝
発

見
と
残
さ
れ
る
校
舎
や
跡
地
を
利
活

用
す
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か

ら
皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
具
体
策
を

見
い
だ
す
こ
と
に
務
め
ま
す
。

　

そ
の
中
で
働
き
世
代
の
前
後
に
い

る
じ
い
ち
ゃ
ん
と
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
地

域
の
孫
世
代
と
関
わ
り
、
共
に
活
動

す
る
こ
と
で
、
そ
の
体
験
か
ら
多
く

を
学
び
、
幅
広
い
感
性
を
育
む
機
会

を
数
多
く
設
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
同
胞
岩
下
龍
吉
氏
の
笠
祇

小
に
寄
せ
た
エ
ピ
ロ
ー
グ
を
紹
介
。

　

周
囲
の
山
々
が
守
っ
て
き
た
も
の

は
希
少
価
値
の
植
物
や
昆
虫
と
た
く

さ
ん
あ
る
が
こ
の
小
さ
な
学
校
の
七

人
の
児
童
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
守
ら

れ
て
き
た
の
だ
。

　

�

山
々
の
霊
と
集
落
の
多
く
の
守
り

人
に
囲
ま
れ
た
最
期
の
祝
祭
が
今

幕
を
開
け
る

　

深
い
山
の
木
々
た
ち
よ

　

山
あ
い
に
潜
む
獣
た
ち
よ

　

長
い
時
を
共
に
過
ご
し
た

　

最
期
の
祝
宴
の
賑
わ
い
の
声
を

　

そ
れ
ぞ
れ
の
魂
に
刻
み
給
え

　

今
日
、
何
か
が
終
わ
る
が

　

新
た
に
何
か
が
始
ま
る
の
だ
と
・・

　

中
学
校
が
統
廃
合
さ
れ
た
後
、
各

校
区
に
残
る
小
学
校
と
地
域
の
関
わ

り
が
今
以
上
に
大
切
に
な
り
ま
す
。

そ
の
ヒ
ン
ト
が
家
内
の
出
身
地
で
あ

る
笠
祇
、
古
竹
、
奴
久
見
の
取
り
組

み
の
中
に
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
き
る
こ
と
を
な
る
べ
く
多
く
の

者
が
少
し
ず
つ
出
し
合
い
、
感
動
を

共
有
す
る
中
に
各
地
域
の
「
宝
人
」

を
発
見
し
魅
力
創
出
に
つ
な
げ
ま
す
。

随  

想

「
で
き
る
こ
と
を

　
少
し
で
も
」

渡
辺
　
忠
秋

わたなべ ただあき （64歳）
福島中で前ロッテ監督の西村氏
やロス五輪出場の森田氏をコー
チ、昭和54年の宮崎国体で主審
を務める。渡辺グリーンセンター
を経営し野菜花苗を生産販売。
穂佐ケ原の自宅に妻、両親と同
居。子ども４人（三男一女）は横浜、
広島、福岡、宮崎に家族を構える。

●�この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口  18,698人（前月比 -10人）
　男  8,659人　女  10,039人
　世帯数  8,163世帯（平成28年２月１日現在）

＊平成22年度国勢調査からの推計人口です。

編
集
後
記

今月の表紙
　２月10日、笠祇小学校最後の児童となる７人の撮影をさせていた
だきました。持久走の練習後の撮影だっただけに、疲れているかと思
いきや元気いっぱいの笠っ
子たち。笑顔の子どもたち
がとても印象的でした。笠
祇小学校は３月で休校にな
りますが、140年にわたり、
学校と地域が一つになって
築いてきた伝統や精神は、
この７人にもきっと受け継
がれていくことでしょう。

笠祇小最後の児童となる７人

地域から学校がなくなる。それは、
地域に住む人にとって大きな決断だ
ったと思います。学校と地域のつな
がりが深い笠祇ではなおさらだった
のではないだろうか。休校しても笠
祇小が地元の人たちの心の中に、い
つまでも存在し続けてほしい（イ）

学校が休校になるということの影響
は計り知れないですが、何とかプラ
スの方に進んでほしいです。来年は
中学校の統合も控えています。当然
自分の母校もなくなってしまうので、
残りの期間できるだけ足を運んでみ
ようという思いになりました（オ）

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888
串間市役所総合政策課
情報政策係　行

（No.1002/2016. ３）

大束広野地区の「もぐらもち」のビデオ撮影
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都井岬の自然に触れて 
リフレッシュしませんか？ 

「ゆったりのんびりウォーキング」 
開催のお知らせ
　都井岬でウォーキングイベントを開催します。
　御崎神社につながる「山鳩遊歩道コース」をスタッフ
と一緒に楽しく歩きませんか。国の特別天然記念物に指
定されている「ソテツ」の原木を観察したり、遊歩道の
途中では「御崎神社」がきれいに見える絶景スポットも
あります。また、運が良ければ、「御崎馬」に遭遇するか
も！？クイズを出しながら楽しく歩きますので、大人から
子どもまで楽しめる内容となっています。正解者には景
品もありますよ。歩いた後は「おにぎり」の振る舞いも
ありますのでお気軽にご参加ください♪
●日時＝３月13日（日）※小雨決行
 　　　午前10時～正午（受付午前９時半～）

●集合場所＝都井岬ビジターセンター
●コース＝約３．５㎞
●料金＝高校生以上500円、中学生300円
●定員＝20名　　　●申込期限＝3月10日（木）
※�電話、FAX、またはメールにて事前予約をお願いします。
　メール：visitor@rose.odn.ne.jp

指定管理者：株式会社スチールユニオン

〒888-0221 宮崎県串間市大字大納42-1
営業時間：午前９時〜午後５時　
休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日）

TEL 0987-76-1546

〒888-0008 宮崎県串間市本城987
営業時間：午前10時〜午後10時　
休館日：�３月の休館日は毎週水曜日です

TEL 0987-75-2000



知
る
こ
と
よ
り 

忘
れ
る
こ
と
の 

寂
し
さ
に

老
い
を
深
め
む 

春
が
ま
た
来
る

う
す
皮
を 

は
い
で
仕
上
げ
た 

数
の
子
を

ぷ
ち
ぷ
ち
鳴
ら
す 

歯
の
楽
器
も
て

か
た
わ
ら
に 

立
て
る
誰
も
が 

肩
を
抱
く

わ
が
身
小
さ
く 

な
り
た
る
も
の
か

子
供
ら
と 
共
に
迎
え
し 

正
月
も

今
と
な
り
て
は 
思
い
出
ば
か
り

日
短
し 

も
れ
く
る
光 

雲
間
よ
り

鏑
矢
の
ご
と 

海
に
刺
さ
り
て

[

俳 

句]

あ
さ
ひ
俳
句
会
選

春
　
日
　
水
元
　
栄
子

仲
　
町
　
藤
原
　
淑
子

上
町
一
　
神
戸
　
和
子

上
小
路
　
本
田
ハ
ズ
エ

上
町
一
　
川
崎
　
忠
康

[

短 

歌]

串
間
短
歌
会
選

咲
き
映
ゆ
る 

冬
薔
薇
に
和
む 

待
合
室

今
日
ひ
と
日 

喪
に
映
え
て
咲
く 

寒
す
み
れ

風
花
に 

思
ふ
縁
や 

掌
に
受
け
し

花
曇
り 

さ
ば
け
ぬ
足
に 

貰
ひ
杖

料
峭
の 

足
ど
り
軽
く 

月
中
天

上
中
園
　
鍋
倉
　
文
子

有
明
一
区
　
長
岡
ア
イ
子

有
明
二
区
　
鈴
木
の
り
子

一
般
投
稿
　
幸
寿
園
　
山
下
シ
ゲ
子

一
般
投
稿
　
鍛
治
屋
　
森
本
　
慶
典

笠祇岳山頂から
見える景色

＊
短
歌
、
俳
句
の
投
稿
は

　

■
短
歌 

野
辺
俊
子
さ
ん（
☎
７
２

－３
３
０
０
）　
■
俳
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